
図 1 天然タイラギの地盤高別生息数   
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は
じ
め
に 

 

タ
イ
ラ
ギ
は
大
型
の
二
枚
貝
で
有
明
海
の
重

要
な
漁
業
資
源
で
す
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
年

代
後
半
か
ら
漁
獲
量
は
著
し
く
減
少
し
て
い
ま

す
。
諫
早
湾
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら

れ
、
平
成
五
年
よ
り
タ
イ
ラ
ギ
を
漁
獲
す
る
た

め
の
潜
水
器
漁
業
等
は
休
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
、
総
合
水
産
試
験
場
で
は
タ
イ
ラ

ギ
資
源
の
回
復
を
目
的
に
、
国
や
地
元
の
漁
業

協
同
組
合
、
民
間
の
種
苗
生
産
機
関
等
と
連
携

し
て
、
人
工
種
苗
の
量
産
化
、
生
産
さ
れ
た
稚

貝
の
育
成
等
に
関
す
る
技
術
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
回
は
、
人
工
稚
貝
の
育
成
技
術

を
開
発
す
る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
行
っ

て
お
り
ま
す
、
干
潟
を
利
用
し
た
人
工
稚
貝
の

移
植
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。 

移
植
場
所
の
検
討 

 

ま
ず
、
人
工
稚
貝
の
移
植
に
適
し
た
干
潟
漁

場
を
選
定
す
る
た
め
、
諫
早
湾
に
お
け
る
天
然

タ
イ
ラ
ギ
の
生
息
状
況
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
タ
イ
ラ
ギ
は
干
潟
の
数
か
所
で
限
ら
れ

た
地
盤
高
に
生
息
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
（
写
真
一
）。 

      

天
然
タ
イ
ラ
ギ
の
生
息
数
が
最
も
多
か
っ
た

干
潟
に
お
け
る
地
盤
高
別
の
生
息
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
、
平
成
二
十
六
年
～
二
十
八
年
に

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
三
ヵ
年
で

地
盤
高
ゼ
ロ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
か
ら
九
十

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
に
計
三
百
四
十
六
個
体

の
タ
イ
ラ
ギ
を
確
認
し
ま
し
た
（
図
一
）。
そ
の

中
で
生
息
数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
地
盤
高
三

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
全
体
の
三
十
四
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
、
特
に
平
成
二
十
七
年
に
は
生
息

数
の
四
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
七
十
九
個
体

を
確
認
し
ま
し
た
（
図
一
）。 

そ
こ
で
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
行
っ
た
諫
早

湾
の
干
潟
に
お
け
る
人
工
稚
貝
の
育
成
試
験
を

本
干
潟
の
地
盤
高
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

       

  

移
植
時
期
の
検
討 

 

人
工
稚
貝
の
移
植
に
適
し
た
時
期
を
検
討
す

る
た
め
、
平
成
二
十
七
年
五
月
と
六
月
に
採
卵

し
生
産
し
た
人
工
稚
貝
（
平
均
殻
長
：
一
．
五

写真 1 天然タイラギの生息 

干潟（上）と天然タイラギ（下）  



図 2 移植した人工稚貝の生残率   

図 4 人工稚貝の移植時と終了時の平均殻長   図 3 人工稚貝の平均殻長の推移   

～
九
．
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
、
そ
の
年
の

八
～
十
二
月
の
間
、
月
毎
に
移
植
し
、
平
成
二

十
九
年
一
月
ま
で
の
育
成
状
況
を
調
べ
ま
し
た
。

人
工
稚
貝
の
移
植
は
あ
ら
か
じ
め
砂
を
満
た
し

た
市
販
の
カ
ッ
プ
を
干
潟
に
設
置
し
、
そ
の
中

に
大
き
さ
（
殻
長
）
に
合
わ
せ
て
三
～
七
個
ず

つ
直
植
し
ま
し
た
。
移
植
後
の
稚
貝
は
移
植
翌

年
の
春
と
梅
雨
時
期
に
全
区
で
へ
い
死
が
み
ら

れ
、
そ
の
う
ち
十
一
、
十
二
月
区
は
翌
年
の
春

ま
で
に
全
滅
し
ま
し
た
（
図
二
）。
一
方
、
生
存

し
た
八
～
十
月
区
で
は
、
生
残
率
は
三
十
六
～

五
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
平
均
殻
長
は
十
七
～

二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
成
長
し
（
図
二
・
三
、

写
真
二
）、
平
成
二
十
八
年
六
～
八
月
に
は
成
熟

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
三
）。
中
で
も
、
八

月
区
は
移
植
時
の
殻
長
が
最
も
小
さ
か
っ
た
に

も
か
か
わ 

 

   

 

                            

ら
ず
、
高
い
成
長
と
生
残
を
示
し
ま
し
た
（
図

二 ～
四
）
。
平
成
二
十
八
年
に
も
六
月
と
八
月
に
採

卵
し
生
産
し
た
人
工
稚
貝
（
平
均
殻
長
：
一
．



六
～
七
．
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
用
い
、
前

試
験
と
同
内
容
の
試
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
ほ

ぼ
同
様
の
生
残
と
成
長
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

        

移
植
地
盤
高
の
検
討 

人
工
稚
貝
の
移
植
に
適
し
た
地
盤
高
を
検
討

す
る
た
め
、
前
試
験
と
同
じ
タ
イ
ラ
ギ
が
生
息

す
る
干
潟
の
三
十
、
六
十
、
九
十
お
よ
び
百
二

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
地
盤
高
に
、
平
成
二
十

七
年
十
月
に
人
工
稚
貝
（
平
均
殻
長
：
八
．
二

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
移
植
し
、
平
成
二
十
九

年
一
月
ま
で
の
育
成
状
況
を
調
べ
ま
し
た
。
な

お
、
本
試
験
で
は
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
よ
り

低
い
地
盤
高
は
、
年
間
を
通
し
て
干
出
時
間
が

著
し
く
少
な
く
移
植
や
そ
の
後
の
管
理
が
難
し

い
た
め
、
試
験
区
を
設
け
ま
せ
ん
で
し
た
。 

稚
貝
の
へ
い
死
は
、
九
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

区
で
移
植
五
ヵ
月
後
か
ら
、
百
二
十
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
区
で
移
植
直
後
か
ら
確
認
さ
れ
、
両
区

は
移
植
翌
年
の
五
月
ま
で
に
全
滅
し
ま
し
た
。

一
方
、
三
十
、
六
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
区
は
、

春
と
梅
雨
時
期
に
へ
い
死
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、

平
成
二
十
九
年
一
月
の
生
残
率
と
平
均
殻
長
は
、

三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
区
で
四
十
パ
ー
セ
ン
ト

と
十
八
．
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
六
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
区
で
三
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
十
八
．

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
両
区
の
生
残
と

成
長
に
差
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

ま
た
、
本
干
潟
に
お
け
る
地
盤
高
別
の
天
然

タ
イ
ラ
ギ
生
息
調
査
（
平
成
二
十
六
年
～
二
十

八
年
）
で
は
、
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
か
ら
六

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
地
盤
高
の
範
囲
に
、
全

体
の
七
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
タ
イ
ラ
ギ
が
生
息

し
て
い
た
結
果
（
図
一
）
も
踏
ま
え
、
今
回
の

移
植
試
験
を
行
っ
た
干
潟
で
は
、
タ
イ
ラ
ギ
人

工
稚
貝
の
移
植
に
適
し
た
地
盤
高
は
三
十
～
六

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
推
察
し
ま
し
た
。 

お
わ
り
に 

人
工
稚
貝
の
育
成
方
法
と
し
て
は
、
天
然
タ

イ
ラ
ギ
が
生
息
す
る
干
潟
で
、
か
つ
生
息
数
が

多
い
地
盤
高
に
、
へ
い
死
が
少
な
く
な
る
梅
雨

明
け
後
の
早
い
時
期
に
、
殻
長
一
．
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
個
体
を
移
植
す
る
こ
と
で
、

生
残
率
が
高
く
、
移
植
翌
年
の
冬
季
ま
で
に
は

長
崎
県
漁
業
調
整
規
則
で
採
捕
が
可
能
な
殻
長

十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
に
成
長
す
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
移
植
し
た
翌
年

の
夏
に
は
成
熟
し
、
再
生
産
を
目
的
と
し
た
受

精
卵
供
給
の
た
め
の
母
貝
団
地
形
成
に
寄
与
す

る
と
い
う
基
礎
的
知
見
も
得
ら
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
人
工
種
苗
の
低
コ
ス
ト
・
量
産
化
、
生

産
さ
れ
た
種
苗
を
効
率
的
に
中
間
育
成
し
、
移

植
す
る
手
法
の
開
発
な
ど
、
ま
だ
多
く
の
課
題

が
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
と
も
総
合
水
産
試
験

場
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
タ
イ
ラ
ギ
資
源

の
回
復
を
図
る
た
め
の
技
術
開
発
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

写真 2 人工タイラギ（殻長約 20cm）  

写真 3 成熟した人工タイラギの軟体部 

（左：雄、右：雌）  
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